
令和６年度県民防災講演会

桜島大正噴火から110年
〜その時にあなたはどう備える〜

交通案内：市電「工学部前」電停下車徒歩2分
バス「鹿大教育学部前」下車徒歩5分
バス「法文学部前」下車徒歩8分

※駐車場はございませんので、公共交通機関でお越しください

主催：鹿児島県、鹿児島地方気象台、
鹿児島大学地域防災教育研究センター

後援：鹿児島市、気象友の会、NHK鹿児島放送局

お問い合わせ先：

参加
無料

鹿児島地方気象台防災（099-250-9919）
鹿児島県危機管理課 (099-286-2255)

※警報が発表された場合など、
自然災害の発生状況により中止となることがあります

講演Ⅰ 大規模噴火としての桜島大正噴火

内容：20世紀において、国内最大の火山災害である桜島大正噴火の経過、発生した被害、噴火前にみられた前兆現象について

振り返り、大規模噴火の危機感をお伝えします。

京都大学防災研究所附属火山防災研究センター長・教授 中道 治久

講演Ⅱ 大規模噴火に備えた調査研究

内容：大規模噴火で発生しうる災害や市民生活への影響などに関する調査研究の現状についてお伝えするとともに、大学の知

見を活用した災害・防災に関するシンポジウム・セミナー・講演等（自然災害全般）の普及啓発活動をご紹介します。

鹿児島大学地域防災教育研究センター長（理工学域工学系 教授） 酒匂 一成

講演Ⅲ 火山の監視と防災情報

内容：桜島の監視・観測体制、火山で異常を検知した際に発表される情報について紹介し、気象台が火山活動の高まりをどの

ように捉え、どう伝えようとしているかをお話します。

鹿児島地方気象台 地震津波火山防災情報調整官 安藤 忍

司会進行
フリーアナウンサー

（NHK鹿児島情報ＷＡＶＥかごしま担当）

山下 智子

参加をご希望の方は右のQRコードよりお

申し込みください。（オンライン参加の方

は必須）会場参加の方は当日会場でも申し

込み可能ですが、事前に申し込み頂ければ

中止の場合にお知らせします。（申し込み

締め切り：11月8日（金）12時）

※駐車場はございません

開催日時：2024年11月10日(日) 13時開場 13時30分開会 15時30分閉会

会場：鹿児島大学稲盛会館 ※8月の会場とは異なります
Teamsによるオンライン配信も実施（申し込みは下のQRコードから）


